


秋といえば「月」を思うのは、私だけ
でしょうか。今年の中秋の名月は、９
月１７日に終わってしまいましたが、１
０月には、「栗名月（十三夜）」という
のがあるのは、ご存じでしょうか。今
年は、１０月１５日だそうです。
そして、満月の夜には、不思議なこと
がおこったりいたします。今回紹介す
るのは、『ねこのおふろや』 （くさかみ
なこ文 北村裕花絵 アリス館 2023
年刊）です。
満月の夜に開店するねこのための
おふろ「猫湯」のおはなし。番台には、
「ネコモリ」さんと「ネコハラ」さん。な
かなか貫禄のあるお二人がいらっ
しゃいます。大人100ニャン（円？）、
子ども50ニャンの銭湯です。脱衣所
には、爪を研ぐ専用の壁もあります。
爪を研ぐのは、入浴前がおすすめだ
そうです。
お風呂場に入ったら、まずは体を
「ニャンプー」できれいに洗いましょう。
お風呂は大きな湯船にぬる～いお湯
がたっぷり。今日もたくさんのねこさ
んたちでにぎわっています。特別な湯
船もありますよ。

まずは、「まっしろゆ」白ねこさんに
おすすめです。「まっくろゆ」は黒ねこ
さんのために。もふもふ湯もあります
し、ねこタワーから飛び込みできる湯
船もあります。飛び込み禁止じゃない
んです。
ねこさんたちは、思い思いに、湯船
につかったり、おしゃべりをしたり。お
風呂上りには、ミルクを飲んだり、マッ
サージをしてもらったり。
絵本の画面いっぱいに描かれた、
様々な、そしてこまごました場面や設
定が、面白いんです。ねこさんたちの
表情や小道具たち。壁の張り紙も、全
部読みたくなります。
おはなし会で「ニャーニャー」言っ
て読んでみたら、すごく楽しんでくれ
ました。見返しに書かれたお風呂の
入り方も、ぜ～んぶ読んでしまいまし
た。姉妹で参加してくれた子が、この
絵本を借りて行ってくれました。
おはなし会は、導入です。家に帰っ
て、また姉妹でこの絵本を見れば、２
倍３倍、１０倍楽しいと思います。だっ
て、どの言葉も絵も、声に出すたび、
見るたびに面白いんですから。

よく図書館で絵本を探していると、『あなたこの前もこの本
借りてたじゃない？別の借りたらどう？』と親御さんが話して
いるのを聞きます。

 確かに親御さんからしてみれば、これだけ沢山の絵本がある
のに、同じのじゃなくて別のを選んでみてはどうか？と勧める気持ちも分
かりますが、子供さんにとっては、もう一度借りて読んでみたい絵本だし、
それだけ気に入っているから、もう一度借りたいんだと思うんです。
自分が思うのは、それだけ好きなら何度でも借りてあげて、絵本の一言
一句憶えるくらいまで、子供さんが読んだり、親御さんが読んであげたら
いかがでしょうか。 
図書館では1度に10冊借りる事が出来ます。何度も読みたい絵本と、
まだ読んだ事がない楽しそうな絵本を選んでみて下さいね。 
手に取った1冊が、その子にとって素敵な絵本でありますように。
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